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他⼈に侵⼊されると不快感を覚える個⼈的な空間のことです。相⼿との関係性に応じて、主に以下の4つのゾーンに分類されます。

パーソナルスペースとは

‧公衆距離（3.6m以上）： 講演会など公式な場で、聴衆と講演者の双⽅に安⼼感を与える距離です。

‧社会距離（1.2m〜3.6m）： 職場の同僚や取引先との仕事上の会話など、儀礼的な場⾯に適した距離です。

‧個体距離（45cm〜1.2m）： 親しい同僚や友⼈との会話に適し、互いの表情が読み取れる距離ですが、ビジネスシーンで不⽤意に⼊ると警戒され
ることもあります。

‧密接距離（45cm未満）： 家族や恋⼈など、極めて親密な間柄でのみ許容される距離で、強い安⼼感または不快感を⽣みます。

パーソナルスペースの広さは、個⼈の属性や⽂化的背景によっても異なります。

パーソナルスペースの個⼈差

‧性別： ⼀般的に男性の⽅が広く、特に前⽅に広い楕円形のスペースを持つのに対し、⼥性は正円形に近いとされます。

‧年齢： ⼦どものパーソナルスペースは狭く、12歳頃から意識し始め、40歳頃にピークを迎え、その後は徐々に縮⼩する傾向があります。

‧⽂化： 南⽶‧南欧などの接触⽂化圏では狭く、アジア‧北⽶などの⾮接触⽂化圏では広い傾向が⾒られます。
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ビジネスシーンでのパーソナルスペースの活⽤法

⽬的 適切な距離‧配置

親密な議論 約1.2mの距離を保ち、対面よりも斜め45度の位置関係を意識します。

チームワークの構築 45cm〜1.2mの個体距離で、同じ方向を向き横に並ぶと一体感が生まれやすいです。

リーダーシップ発揮 1.2m以上の社会距離を取り、相手と正面で向き合う配置が効果的です。

相⼿の説得 1.2m以下の個体距離で、テーブル越しに真正面で向き合い、視線を合わせます。

職場のレイアウトとパーソナルスペース

‧個⼈ブース型： 集中が重要な研究職などに最適です。

‧島型： デスク間は1.2m（社会距離）確保が理想です。難しい場合は、視線を遮るパーティションの設置が有効です。

‧卍型： デスクを90度ずつずらして配置し、視線の衝突を避けつつ、必要なコミュニケーションも確保します。


